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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  本発明は消費電力を節減すると共に画質を向
上させることができる液晶表示装置に関することであ
る。
【解決手段】  本発明の液晶表示装置はゲートラインな
どとデータラインなどの交差と定義される領域毎に形成
された液晶セルなどがｉ（ｉは陽の正数）水平ライン単
位に交替しながら隣接した相互異なるデータラインと薄
膜トランジスタを通して接続された液晶パネルと；前記
ゲートラインなどを駆動するゲート・ドライバと；ｉ水
平期間単位に極性反転される制御信号に応答して入力さ
れた画素データなどの出力チャンネルを決定して一つの
ブランク・データを付加するマルチプレックサ・アレイ
と、前記画素データなど及びブラック・データを前記デ
ータ・ライン単位に極性が反転されてその極性がフレー
ム単位に反転される画素信号などとブラック信号に変換
するデジタルーアナログ変換器アレイを含めて前記デー
タ・ラインなどを駆動するデータ・ドライバとを具備す
ることを特徴とする。



(2) 特開２００３－２３３３６２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  ゲートラインなどとデータラインなどの
交差と定義される領域毎に形成された液晶セルなどがｉ
（ｉは陽の正数）水平ライン単位に交替しながら隣接し
た相互異なるデータラインと薄膜トランジスタを通して
接続された液晶パネルと；前記ゲートラインなどを駆動
するゲート・ドライバと；ｉ水平期間単位に極性反転さ
れる制御信号に応答して入力された画素データなどの出
力チャンネルを決定して一つのブランク・データを付加
するマルチプレックサ・アレイと、前記画素データなど
及びブラック・データを前記データ・ライン単位に極性
が反転されてその極性がフレーム単位に反転される画素
信号などとブラック信号に変換するデジタルーアナログ
変換器アレイを含めて前記データ・ラインなどを駆動す
るデータ・ドライバとを具備することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】前記液晶パネルは左側に隣接したデータラ
インと接続された液晶セルなどに構成される第１水平ラ
インと；右側に隣接したデータラインと接続された液晶
セルなどで構成される第２水平ラインに構成されること
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記第１水平ラインと第２水平ラインは
１水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴とす
る請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記第１水平ラインと第２水平ラインは
２水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴とす
る請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記ディマルチプレクサ・アレイは前記
第１水平ラインを駆動する第１水平期間では前記画素デ
ータなどの出力チャンネルを入力チャンネルと同一に維
持して最後番目の出力チャンネルにブラック・データを
供給して、前記第２水平ラインを駆動する第２水平期間
では前記画素データなどを一チャンネルずつシフトさせ
前記出力チャンネルに供給して一番目の出力チャンネル
にブランク・データを供給することを特徴とする請求項
２記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記データ・ドライバは順次的なサンプ
リング信号を供給するシフト・レジスター・アレイと、
前記サンプリング信号により前記画素データなどを一定
チャンなるずつ順次的にラッチして前記マルチプレック
サ・アレイに同時に供給して出力するラッチ・アレイ
と、前記デジタルーアナログ変換器アレイからの画素信
号など及びブラック信号を信号緩衝して前記データライ
ンなどのそれぞれに供給するバッファ・アレイとを更に
具備することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項７】  ゲートラインなどとデータラインなどの
交差と定義される領域毎に形成された液晶セルなどがｉ
（ｉは陽の正数）水平ライン単位に交替しながら隣接し
た相互異なるデータラインと薄膜トランジスタを通して
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接続された液晶パネルと；前記ゲートラインなどを駆動
するゲート・ドライバと；入力された画素データなどと
ブランク・データを前記データライン単位に極性反転さ
れてその極性がフレーム単位に反転される画素信号など
とブラック信号に変換して前記データラインなどに供給
するデータ・ドライバと；前記ゲート・ドライバ及びデ
ータ・ドライバを制御すると共にｉ水平期間単位に極性
反転される制御信号に応答して前記画素データなどと共
に一番目チャンネルまたは最後番目のチャンネルの中の
いずれか一チャンネルに前記ブラック・データを追加し
て前記データ・ドライバに供給するタイミング制御部と
を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】  前記液晶パネルは左側に隣接したデータ
ラインと接続された液晶セルなどに構成される第１水平
ラインと；右側に隣接したデータラインと接続された液
晶セルなどで構成される第２水平ラインに構成されるこ
とを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記第１水平ラインと第２水平ラインは
１水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴とす
る請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  前記第１水平ラインと第２水平ライン
は２水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴と
する請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記タイミング制御部は前記第１水平
ラインを駆動するための第１水平期間では前記画素デー
タなどと最後番目のチャンネルに追加されたブランク・
データを前記データ・ドライバに供給して、前記第２水
平ラインを駆動するための第２水平期間では一チャンネ
ルずつ遅延された画素データなどと１番目のチャンネル
に追加されたブランク・データを前記データ・ドライバ
に供給することを特徴とする請求項８記載の液晶表示装
置。
【請求項１２】  前記タイミング制御部は前記ゲート・
ドライバ及びデータ・ドライバを制御する制御信号など
と、前記ｉ水平期間単位に極性反転される制御信号を発
生する制御信号発生部と；入力画素データなどを整列し
てデータ・イネーブル期間の間に多数の第１バスなどを
通して出力すると共に前記ブランク・データを前記第１
バスなどを通して供給する画素データ整列部と；前記第
１バスなどの中の最後のバスを通して伝送される画素デ
ータなど及びブランク・データなどを一チャンネル遅延
させるための遅延器と；前記制御信号に応答して前記第
１バスなどを通して入力されたデータなど及びブランク
・データをそのまま多数の第２バスなどを通して供給す
るか、前記第１バスなどを通して入力された画素データ
などと前記一チャンネル遅延されたブランク・データ及
び画素データなどを組み合わせて前記多数の第２バスな
どを通して供給するマルチプレックサなどを具備するこ
とを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１３】  前記マルチプレクサは前記第１水平ラ
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インの駆動のための第１水平期間では前記第１バスなど
を通して入力される画素データなどとブランク・データ
をそのまま前記第２バスを通して供給して、前記第２水
平ラインの駆動のための第２水平期間では前記最後番目
の第１バスを除いた第１バスなどを通して入力される画
素データなどを一チャンネルずつシフトさせ１番目の第
２バスを除いた第２バスなどを通して供給して、前記一
チャンネルずつ遅延されたブランク・データ及び画素デ
ータなどを前記１番目の第２バスを通して供給すること
を特徴とする請求項１２記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るもので、特に消費電力を節減すると共に画質を向上さ
せることができる液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【関連の背景技術】液晶表示装置は電界を利用して誘電
異方性を有する液晶の光透過率を調節することで画像を
表示するようになる。このために、液晶表示装置は液晶
セルなどがマトリックス形態に配列された液晶パネル
と、液晶パネルを駆動するための駆動回路とを具備す
る。
【０００３】液晶表示パネルは液晶セルなどが画素信号
により光透過率を調節することで画像を表示するように
なる。駆動回路は液晶表示パネルのゲートラインなどを
駆動するためのゲート・ドライバと、データラインなど
を駆動するためのデータ・ドライバと、ゲート・ドライ
バ及びデータ・ドライバにタイミング制御信号と画素デ
ータを供給するタイミング制御部と、電源電圧を供給す
る電源部とを具備する。
【０００４】具体的に、液晶表示装置は図１に図示され
たことのように液晶セルなど（Ｃｌｃ）がマトリックス
形態で配列された液晶パネル（２）と、液晶パネル
（２）のゲートラインなど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）を駆動す
るためのゲート・ドライバ（４）と、液晶パネル（２）
のデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）を駆動するた
めのデータ・ドライバ（６）とをとを具備する。
【０００５】図１で液晶パネル（２）はｎ個のゲートラ
インなど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）とｍ個のデータラインなど
（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）の交差に定義される領域毎に形成
されてマトリックス形態に配列された薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）と液晶セル（Ｃｌｃ）とを具備する。薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）はゲートラインなど（ＧＬ乃至Ｇ
Ｌｎ）からのスキャン信号に応答してデータラインなど
（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）からの画素信号を液晶セル（Ｃｌ
ｃ）に供給する。液晶セル（Ｃｌｃ）は液晶を間に置い
て対面する共通電極と薄膜トランジスタに接続された画
素電極を含めて等価的には液晶容量のコンデンサに表示
される。
【０００６】ゲート・ドライバ（４）はゲートラインな
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ど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）に順次的にスキャン信号を供給し
て当たるゲートラインに接続された薄膜トランジスタな
ど（ＴＦＴ）が駆動されるようにする。
【０００７】データ・ドライバ（６）は画素データをア
ナログ画素信号に変換してゲートライン（ＧＬ）にゲー
ト信号が供給される１水平周期期間の間に１水平ライン
分のビデオ信号をデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ）に供給する。この場合、データ・ドライバはガンマ
電圧発生部（図示しない）から供給されるガンマ電圧な
どを利用して画素データを画素信号に変換して供給する
ようになる。
【０００８】このような液晶表示装置は液晶の熱化を防
止すると共に画像の表示品質を向上させるために液晶パ
ネルをインバージョン駆動方法で駆動する。インバージ
ョン駆動方法としてはフレーム・インバージョン方式
（Frame  Inversion  System）、ライン（コラム）・イ
ンバージョン方式（Line（Column）  Inversion  Syste
m）、そしてドット・インバージョン方式（Dot  Invers
ion  System）が利用される。
【０００９】フレーム・インバージョン駆動方法は液晶
セルなどの極性が一フレームの中では同一でフレーム毎
に反転されるようにする。このようなフレーム・インバ
ージョン駆動方法はフレーム単位にフリッカが発生され
る問題点がある。
【００１０】ライン・インバージョン駆動方法は液晶セ
ルなどの極性が図２ａ及び図２ｂでのように水平ライン
毎にそして、フレーム毎に反転されるようにする。この
ようなライン・インバージョン駆動方式は水平方向の液
晶セル間のクローストークが存在することにより水平縞
模様パターンにフリッカが発生される問題点がある。
【００１１】コラム・インバージョン駆動方法は液晶セ
ルなどの極性が図３ａ及び図３ｂでのように水平ライン
毎にそして、フレーム毎に反転されるようにする。この
ようなコラム・インバージョン駆動方式は垂直方向の液
晶セル間のクローストークが存在することにより垂直縞
模様パターンにフリッカが発生される問題点がある。
【００１２】ドット・インバージョン駆動方法は図４ａ
及び図４ｂでのように液晶セルなどの極性が水平及び垂
直方向に隣接する液晶セルなどの総てと相反されて、フ
レーム毎に反転されるようにする。もう一度言ってドッ
ト・インバージョン駆動方法では奇数番目のフレームで
は図４ａのように左側上段の液晶セルから右側の液晶セ
ルに進行することによりそして、下側の液晶セルなどに
進行することにより正極性（＋）及び負極性（ー）が交
替に表れるように画素信号などが液晶セルなどのそれぞ
れに供給されて、偶数番目のフレームでは図４ｂのよう
に左側上段の液晶セルから右側の液晶セルへ進行するこ
とによりそして、下側の液晶セルなどへ進行することに
より負極性（ー）及び正極性（＋）が固体に表れるよう
に画素信号などが液晶セルのそれぞれに供給される。こ
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のようなドット・インバージョン駆動方法は垂直及び水
平方向に隣接した液晶セルなど間に発生されるフリッカ
が相互相殺されるようにすることで異なるインバージョ
ン方法などに比べて優れた画質の画像を提供する。
【００１３】しかし、ドット・インバージョン駆動方式
はデータ・ドライバでデータラインなどに供給される画
素電圧信号の極性が水平及び垂直方向にはんてんされる
べきにより異なるインバージョン方法に比べて画素信号
の変動量、即ち画素信号の周波数が大きいために消費電
力が大きいという短所を有する。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は液晶パネルをｉ（ここで、ｉは陽の正数）ドット・イ
ンバージョン方式に駆動する場合、消費電力を著しく節
減すると共に画質を向上させることができる液晶表示装
置を提供することである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明の一特徴による液晶表示装置はゲートライン
などとデータラインなどの交差と定義される領域毎に形
成された液晶セルなどがｉ（ｉは陽の正数）水平ライン
単位に交替しながら隣接した相互異なるデータラインと
薄膜トランジスタを通して接続された液晶パネルと；前
記ゲートラインなどを駆動するゲート・ドライバと；ｉ
水平期間単位に極性反転される制御信号に応答して入力
された画素データなどの出力チャンネルを決定して一つ
のブランク・データを付加するマルチプレックサ・アレ
イと、前記画素データなど及びブラック・データを前記
データ・ライン単位に極性が反転されてその極性がフレ
ーム単位に反転される画素信号などとブラック信号に変
換するデジタルーアナログ変換器アレイを含めて前記デ
ータ・ラインなどを駆動するデータ・ドライバとを具備
することを特徴とする。
【００１６】ここで、液晶パネルは左側に隣接したデー
タラインと接続された液晶セルなどに構成される第１水
平ラインと；右側に隣接したデータラインと接続された
液晶セルなどで構成される第２水平ラインに構成される
ことを特徴とする。
【００１７】この場合、第１水平ラインと第２水平ライ
ンは１水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴
とする。
【００１８】これとは異なり、第１水平ラインと第２水
平ラインは２水平ライン単位に交替して配置されたこと
を特徴とする。
【００１９】そして、前記ディマルチプレクサ・アレイ
は前記第１水平ラインを駆動する第１水平期間では前記
画素データなどの出力チャンネルを入力チャンネルと同
一に維持して最後番目の出力チャンネルにブラック・デ
ータを供給して、前記第２水平ラインを駆動する第２水
平期間では前記画素データなどを一チャンネルずつシフ
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トさせ前記出力チャンネルに供給して一番目の出力チャ
ンネルにブランク・データを供給することを特徴とす
る。
【００２０】前記データ・ドライバは順次的なサンプリ
ング信号を供給するシフト・レジスター・アレイと、前
記サンプリング信号により前記画素データなどを一定チ
ャンなるずつ順次的にラッチして前記マルチプレックサ
・アレイに同時に供給して出力するラッチ・アレイと、
前記デジタルーアナログ変換器アレイからの画素信号な
ど及びブラック信号を信号緩衝して前記データラインな
どのそれぞれに供給するバッファ・アレイとを更に具備
することを特徴とする。
【００２１】本発明の異なる特徴による液晶表示装置は
ゲートラインなどとデータラインなどの交差と定義され
る領域毎に形成された液晶セルなどがｉ（ｉは陽の正
数）水平ライン単位に交替しながら隣接した相互異なる
データラインと薄膜トランジスタを通して接続された液
晶パネルと；前記ゲートラインなどを駆動するゲート・
ドライバと；入力された画素データなどとブランク・デ
ータを前記データライン単位に極性反転されてその極性
がフレーム単位に反転される画素信号などとブラック信
号に変換して前記データラインなどに供給するデータ・
ドライバと；前記ゲート・ドライバ及びデータ・ドライ
バを制御すると共にｉ水平期間単位に極性反転される制
御信号に応答して前記画素データなどと共に一番目チャ
ンネルまたは最後番目のチャンネルの中のいずれか一チ
ャンネルに前記ブラック・データを追加して前記データ
・ドライバに供給するタイミング制御部とを具備するこ
とを特徴とする。
【００２２】ここで、液晶パネルは左側に隣接したデー
タラインと接続された液晶セルなどに構成される第１水
平ラインと；右側に隣接したデータラインと接続された
液晶セルなどで構成される第２水平ラインに構成される
ことを特徴とする。
【００２３】この場合、第１水平ラインと第２水平ライ
ンは１水平ライン単位に交替して配置されたことを特徴
とする。
【００２４】これとは異なり、第１水平ラインと第２水
平ラインは２水平ライン単位に交替して配置されたこと
を特徴とする。
【００２５】そして、タイミング制御部は前記第１水平
ラインを駆動するための第１水平期間では前記画素デー
タなどと最後番目のチャンネルに追加されたブランク・
データを前記データ・ドライなに供給して、前記第２水
平ラインを駆動するための第２水平期間では一チャンネ
ルずつ遅延された画素データなどと１番目のチャンネル
に追加されたブランク・データを前記データ・ドライバ
に供給することを特徴とする。
【００２６】また、前記タイミング制御部は前記ゲート
・ドライバ及びデータ・ドライバを制御する制御信号な
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7
どと、前記ｉ水平期間単位に極性反転される制御信号を
発生する制御信号発生部と；入力画素データなどを整列
してデータ・イネーブル期間の間に多数の第１バスなど
を通して出力すると共に前記ブランク・データを前記第
１バスなどを通して供給する画素データ整列部と；前記
第１バスなどの中の最後のバスを通して伝送される画素
データなど及びブランク・データなどを一チャンネル遅
延させるための遅延器と；前記制御信号に応答して前記
第１バスなどを通して入力されたデータなど及びブラン
ク・データをそのまま多数の第２バスなどを通して供給
するか、前記第１バスなどを通して入力された画素デー
タなどと前記一チャンネル遅延されたブランク・データ
及び画素データなどを組み合わせて前記多数の第２バス
などを通して供給するマルチプレックサなどを具備する
ことを特徴とする。
【００２７】ここで、マルチプレクサは前記第１水平ラ
インの駆動のための第１水平期間では前記第１バスなど
を通して入力される画素データなどとブランク・データ
をそのまま前記第２バスを通して供給して、前記第２水
平ラインの駆動のための第２水平期間では前記最後番目
の第１バスを除いた第１バスなどを通して入力される画
素データなどを一チャンネルずつシフトさせ１番目の第
２バスを除いた第２バスなどを通して供給して、前記一
チャンネルずつ遅延されたブランク・データ及び画素デ
ータなどを前記１番目の第２バスを通して供給すること
を特徴とする。
【００２８】
【作用】本発明による液晶表示装置では液晶セルなどが
データラインに沿ってｉ（ｉは陽の正数）水平ライン単
位に交替して隣接した相互異なるデータラインに接続さ
れてジグザグ型に配列される。これにより、本発明によ
る液晶表示装置はコラム・インバージョン方式に極性が
決定された画素信号を供給して液晶セルなどをｉドット
・インバージョン方式に駆動することができるようにな
る。また、本発明による液晶表示装置はｉ水平期間毎に
ｍ個の有効画素信号と共に１番目または最後番目の画素
データにブランク信号を供給して前記データラインにつ
れてジグザグ型に配列された液晶セルなどに正確な画素
信号が供給されるようにする。
【００２９】また、本発明の液晶表示装置はコラム・イ
ンバージョン方式の消費電力にｉドット・インバージョ
ン方式を駆動するようになるのでｉドット・インバージ
ョン方式の消費電力より著しく節減することができるよ
うになると共に画質を向上させることができるようにな
る。
【００３０】
【発明の実施態様】以下、本発明の好ましい実施例など
を添付した図５乃至図１４ｂを参照して詳細に説明す
る。図５は本発明の実施例による液晶表示装置を図示し
たことである。図５に図示された液晶パネル（１２）
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と、液晶パネル（１２）のゲートラインなど（ＧＬ乃至
ＧＬｎ）を駆動するためのゲート・ドライバ（１４）
と、液晶パネル（１２）のデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ）を駆動するためのデータ・ドライバ（１６）
と、ゲート・ドライバ（１４）及びデータ・ドライバ
（１６）を制御するためのタイミング制御部（１８）と
を具備する。
【００３１】液晶パネル（１２）はｎ個のゲートライン
など（ＧＬ乃至ＧＬｎ）と、そのゲートラインなど（Ｇ
Ｌ乃至ＧＬｎ）と絶縁されながら交差するｍ＋１個のデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）とを具備する。そ
して、液晶パネル（１２）はゲートラインなど（ＧＬ乃
至ＧＬｎ）とデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）の
交差に定義される領域毎に形成された薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）と液晶セル（Ｃｌｃ）とを具備する。薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）はゲートライン（ＧＬ）からのス
キャン信号に応答してデータラインなど（ＤＬ１乃至Ｄ
Ｌｍ）からの画素信号を液晶セル（ＰＸＬ）に供給す
る。液晶セル（ＰＸＬ）は画素信号に応答して共通電極
（図示しない）との間に位置する液晶を駆動することで
光の透過率を調節するようになる。
【００３１】特に、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と液晶
セル（ＰＸＬ）はデータライン（ＤＬ）につれて位置が
左側と右側を交替するジグザグ型に配列される。もう一
度言って同一のコラム（Column）に含まれる薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ）と液晶セルなど（ＰＸＬ）は水平ライ
ン毎に隣接した相互に異なるデータライン（ＤＬ）と交
替に接続される。
【００３２】例えば、図５に図示された液晶パネル（１
２）の場合、奇数番目のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ
３、ＧＬ５、・・・）に接続された奇数番目の水平ライ
ンの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セルなど
（ＰＸＬ）は左側に隣接する第１乃至第ｍデータライン
など（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそれぞれ接続される。これ
により、奇数番目の水平ラインの液晶セルなど（ＰＸ
Ｌ）は左側に隣接するデータライン（ＤＬ）からの画素
信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電するよ
うになる。反面に、偶数番目のゲートライン（ＧＬ２、
ＧＬ４、ＧＬ６、・・・）に接続された偶数番目の水平
ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セルな
ど（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋１データ
ラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋２）にそれぞれ接続さ
れる。これにより、偶数番目の水平ラインの液晶セルな
ど（ＰＸＬ）は右側に隣接するデータラインからの画素
信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電するよ
うになる。
【００３３】これとは異なり、図６に図示された液晶パ
ネル（１５）の場合、奇数番目のゲートライン（ＧＬ
１、ＧＬ３、ＧＬ５、・・・）に接続された奇数番目の
水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セ
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ルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋１デ
ータラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）にそれぞれ接
続される。これにより、奇数番目の水平ラインの液晶セ
ルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接するデータラインからの
画素信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電す
るようになる。反面に、偶数番目のゲートライン（ＧＬ
２、ＧＬ４、ＧＬ６、・・・）に接続された偶数番目の
水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セ
ルなど（ＰＸＬ）は左側に隣接する第１乃至第ｍデータ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそれぞれ接続され
る。これにより、偶数番目の水平ラインの液晶セルなど
（ＰＸＬ）は左側に隣接するデータラインからの画素信
号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電するよう
になる。
【００３４】タイミング制御部（１８）はゲート・ドラ
イバ（１４）及びデータ・ドライバ（１６）を制御する
タイミング制御信号などを発生して、データ・ドライバ
（１６）に画素データ信号を供給する。タイミング制御
部（１８）から発生されるゲート・タイミング制御信号
などにはゲート・スタートパルス（ＧＳＰ）、ゲート・
シフト・クロック信号（ＧＳＣ）、ゲート出力イネーブ
ル信号（ＧＯＥ）などが含まれる。タイミング制御部
（１８）から発生されるデータ・タイミング制御信号な
どにはソース・スタートパルス（ＳＳＰ）、ソース・シ
フト・クロック信号（ＳＳＣ）、ソース出力イネーブル
信号（ＳＯＥ）、極性制御信号（ＰＯＬ）などが含まれ
る。
【００３５】ゲート・ドライバ（４１）は前記ゲート・
タイミング制御信号などを利用してゲートラインなど
（ＧＬ乃至ＧＬｎ）に順次的にスキャン信号を供給す
る。これにより、ゲート・ドライバ（１４）はそのスキ
ャン信号に応答して薄膜トランジスタなど（ＴＦＴ）が
水平ライン単位に駆動されるようにする。
【００３６】データ・ドライバ（１６）は入力された画
素データをアナログ画素信号に変換してゲートライン
（ＧＬ）にスキャン信号が供給される１水平期間毎に１
水平ライン分の画素信号をデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ）に供給する。この場合、データ・ドライバ
（１６）はガンマ電圧発生部（図示しない）から供給さ
れるガンマ電圧などを利用して画素データを画素信号に
変換するようになる。
【００３７】このようなデータ・ドライバ（１６）はデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）単位に画素信
号の極性が反転されるようにするコラム・インバージョ
ン方式に画素信号を供給する。もう一度言って、データ
・ドライバ（１６）は奇数データラインなど（ＤＬ１、
ＤＬ３、・・・）と偶数データラインなど（ＤＬ２、Ｄ
Ｌ４、・・・）に相互相反された極性の画素信号を供給
して、そのデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
に供給される画素信号の極性をフレーム単位に反転させ
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るようになる。
【００３８】この場合、液晶セルなど（ＰＸＬ）がコラ
ム・インバージョン方式に画素信号が供給されるデータ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）を基準にジグザグ
型に配列されるのでその液晶セルなど（ＰＸＬ）はドッ
ト・インバージョン方式に駆動される。
【００３９】特に、データ・ドライバ（１６）はデータ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）につれてジグザグ
型に配列された液晶セルなど（ＰＸＬ）に正確な画素信
号を供給するためにデータ・ドライバ（１６）は水平期
間毎に交替に画素信号の出力チャンネルを変更するよう
になる。具体的に、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ＋１）の右側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）に
画素信号を供給する場合にデータ・ドライバ（１６）は
第１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）に
ｍ個の有効画素信号を、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ
＋１）にブランク信号を供給するようになる。これとは
異なり、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の
左側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）に画素信号を
供給する場合にデータ・ドライバ（１６）はｍ個の有効
画素信号を一チャンネルずつ右側にシフトさせ第２乃至
第ｍ＋１データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に
供給して、第１データライン（ＤＬ１）にはブランク信
号を供給するようになる。
【００４０】例えば、図５に図示されたことのように液
晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインなど（ＤＬ１乃至
ＤＬｍ＋１）の右側で接続された奇数水平ラインを駆動
する場合、データ・ドライバ（１６）は第１乃至第ｍデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）はｍ個の有効画素
信号を供給して、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）
にはブランク信号を更に供給するようになる。そして、
液晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ＋１）の左側で接続された偶数水平ラインを駆
動する場合にデータ・ドライバ（１６）はｍ個の有効画
素信号を一チャンネルずつシフトさせ第２乃至第ｍ＋１
データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給し
て、第１データライン（ＤＬ１）にはブランク信号を供
給するようになる。
【００４１】これとは異なり、図６に図示されたことの
ように液晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインなど（Ｄ
Ｌ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続された奇数水平ライ
ンを駆動する場合、データ・ドライバ（１６）はｍ個の
有効画素信号を右側に一チャンネルずつシフトさせ第２
乃至第ｍ＋１データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋
１）は供給して、第１データライン（ＤＬ１）にはブラ
ンク信号を供給するようになる。そして、液晶セルなど
（ＰＸＬ）がデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋
１）の左側で接続された偶数水平ラインを駆動する場合
にデータ・ドライバ（１６）は第１乃至第ｍデータライ
ンなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）はｍ個の有効画素信号を供
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給して、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）にはブラ
ンク信号を更に供給するようになる。
【００４２】これにより、ドット・インバージョン方式
に駆動される液晶セルなど（ＰＸＬ）により画質は向上
されて、データ・ドライバ（１６）はコラム・インバー
ジョン方式に画素信号を供給するのでドット・インバー
ジョン方式に画素信号を供給する場合より消費電力を著
しく節減することができるようになる。
【００４３】図７は図５に図示されたデータ・ドライバ
（１６）の具体的な構成を図示したブロック図である。
【００４４】図７に図示されたデータ・ドライバ（１
６）は順次的なサンプリング信号を供給するシフト・レ
ジスター・アレイ（２０）と、サンプリング信号に応答
して画素データをラッチして出力するラッチ・アレイ
（２２）と、ラッチ・アレイ（２２）から入力された画
素データの進行経路を決定するマルチプレクサ（Multip
lexer；以下、ＭＵＸという）・アレイ（２４）と、Ｍ
ＵＸアレイ（２４）からの画素データをアナログ画素信
号に変換するディジタルーアナログ変換（以下、ＤＡＣ
という）・アレイ（２６）と、ＤＡＣアレイ（２６）か
らの画素電圧信号を緩衝して出力するバッファ・アレイ
（２８）とを具備する。
【００４５】シフト・レジスター・アレイ（２０）に含
まれる多数のシフト・レジスターなどはタイミング制御
部（１６）からのソース・スタートパルス（ＳＳＰ）を
ソース・シフト・クロック信号（ＳＳＣ）により順次的
にシフトさせサンプリング信号を発生する。
【００４６】ラッチ・アレイ（２２）に含まれる多数の
ラッチなどはシフト・レジスター・アレイ（２０）から
のサンプリング信号に応答してタイミング制御部（１
８）からの画素データを一定単位ずつサンプリングして
順次的にラッチする。そして、ラッチ・アレイ（２０）
はラッチされた画素データなどをタイミング制御部（１
８）からのソース出力イネーブル（ＳＯＥ）に応答して
同時に出力する。
【００４７】ＭＵＸアレイ（２４）はタイミング制御部
（１８）からの制御信号に応答して水平期間毎にラッチ
・アレイ（２２）から入力された画素データなどの進行
経路を選択するようになる。具体的に、ＭＵＸアレイ
（２４）はデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
の右側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）を駆動する
奇数（または偶数）水平期間には入力された画素データ
などをチャンネルの変更なく、出力して最後のチャンネ
ルにはブランク・データが供給されるようにする。これ
とは異なり、ＭＵＸアレイ（２４）はデータラインなど
（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続された液晶セル
など（ＰＸＬ）を駆動する偶数（または奇数）水平期間
には入力された画素データなどを一チャンネルずつ右側
にシフトさせ出力して１番目のチャンネルにはブランク
・データが供給されるようにする。このためにＭＵＸア
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レイ（２４）はｍ個のＭＵＸなどとを具備して、そのＭ
ＵＸなどのそれぞれは隣接した二つのラッチ出力を入力
してタイミング制御部（１８）からの制御信号により選
択的に出力するようになる。ここで、多数個のラッチな
どの中の１番目とｍ番目を除いた残りのラッチなどの出
力は隣接した二つのＭＵＸに公有される。そして、ＭＵ
Ｘアレイ（２４）に供給される制御信号は水平期間毎に
極性が反転される。
【００４８】ＤＡＣアレイ（２６）に含まれる多数個の
ＤＡＣなどはＭＵＸアレイ（２４）からの画素データな
ど及びブランク・データをガンマ電圧部（図示しない）
からの正極性及び負極性ガンマ電圧などを利用して画素
信号及びブランク信号から変換して出力するようにな
る。特にＤＡＣアレイ（２６）はタイミング制御部（１
８）からの極性制御信号（ＰＯＬ）に応答してコラム・
インバージョン駆動のために奇数番目と偶数番目の画素
データを相互相反される極性の画素信号に変換して出力
する。
【００４９】バッファ・アレイ（２８）はＤＡＣアレイ
（２６）から出力される画素信号及びブランク信号を信
号緩衝してデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
それぞれへ出力する。
【００５０】これにより、データラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ＋１）にはデータライン単位に極性が反転され
てフレーム単位に極性が反転される画素信号が供給され
る。そして、奇数（または偶数）水平期間では第１乃至
第ｍデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）には有効画
素信号が、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）にはブ
ランク信号が供給されて、偶数（または奇数）水平期間
では第１データライン（ＤＬ１）にはブランク信号が、
第２乃至第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）には有効
画素信号が供給されるようにする。これにより、データ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）につれてジグザグ
型に配列された液晶セルなどがインバージョン方式に駆
動されることができるようになる。結果的に、データ・
ドライバ（１６）はコラム・インバージョン方式に駆動
されながら液晶セルなどはドット・インバージョン方式
に駆動することができるようになるので消費電力を著し
く節減することができるようになる。
【００５１】図８は本発明の異なる実施例による液晶表
示装置を図示したことである。図８に図示された液晶表
示装置は図５に図示された液晶表示装置と対比してタイ
ミング制御部（４０）とデータ・ドライバ（５０）の機
能が異なってきたことを除いては同一の構成要素などと
を具備する。
【００５２】液晶パネル（１２）はゲートラインなど
（ＧＬ乃至ＧＬｎ）とデータラインなど（ＤＬ１乃至Ｄ
Ｌｍ）の交差に定義される領域毎に形成された薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）と液晶セル（ＰＸＬ）とを具備す
る。薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と液晶セル（ＰＸＬ）
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はデータライン（ＤＬ）につれて１が左側と右側を交替
するジグザグ型に配列される。もう一度言って、同一の
コラム（Column）に含まれる薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）と液晶セルなど（ＰＸＬ）は水平ライン毎に隣接し
た相互に異なるデータライン（ＤＬ）と交替に接続され
る。
【００５３】例えば、液晶パネル（１２）は奇数（また
は偶数）番目の水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）などと液晶セルなど（ＰＸＬ）は左側に隣接する第
１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそ
れぞれ接続される。反面に、偶数（または奇数）番目の
水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セ
ルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋１デ
ータラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋２）にそれぞれ接
続される。
【００５４】ゲート・ドライバ（１４）はタイミング制
御部（４０）からのゲート・タイミング制御信号などを
利用してゲートラインなど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）に順次的
にスキャン信号を供給する。これにより、ゲート・ドラ
イバ（１４）はそのスキャン信号に応答して薄膜トラン
ジスタなど（ＴＦＴ）が水平ライン単位に駆動されるよ
うにする。
【００５５】データ・ドライバ（５０）は入力された画
素データをアナログ画素信号に変換してゲートライン
（ＧＬ）にスキャン信号が供給される１水平期間毎に１
水平ライン分の画素信号をデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ＋１）に供給する。この場合、データ・ドライ
バ（５０）はガンマ電圧発生部（図示しない）から供給
されるガンマ電圧などを利用して画素データを画素信号
に変換するようになる。
【００５６】このようなデータ・ドライバ（５０）はデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）単位に画素信
号の極性が反転されるようにするコラム・インバージョ
ン方式に画素信号を供給する。もう一度言って、データ
・ドライバ（５０）は奇数データラインなど（ＤＬ１、
ＤＬ３、・・・）と偶数データラインなど（ＤＬ２、Ｄ
Ｌ４、・・・）に相互相反された極性の画素信号を供給
して、そのデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
に供給される画素信号の極性をフレーム単位に反転させ
るようになる。この場合、液晶セルなど（ＰＸＬ）がコ
ラム・インバージョン方式に画素信号が供給されるデー
タラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）を基準にジグザ
グ型に配列されるのでその液晶セルなど（ＰＸＬ）はド
ット・インバージョン方式に駆動される。
【００５７】特に、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ＋１）につれてジグザグ型に配列された液晶セルなど
（ＰＸＬ）に正確な画素信号を供給するためにデータ・
ドライバ（５０）は奇数（または偶数）水平期間には第
１データライン（ＤＬ１）にはブランク信号を、第２乃
至第ｍ＋１データライン（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）には
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有効画素信号を供給する。そして偶数（または奇数）水
平期間には第１乃至第ｍデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ）には有効画素信号を、第ｍ＋１データライン（ＤＬ
ｍ＋１）にはブランク信号を供給するようになる。
【００５８】タイミング制御部（４０）はゲート・ドラ
イバ（１４）及びデータ・ドライバ（５０）を制御する
タイミング制御信号などを発生して、データ・ドライバ
（５０）に画素データ信号を供給する。タイミング制御
部（４０）から発生されるゲート・タイミング制御信号
などにはゲート・スタートパルス（ＧＳＰ）、ゲート・
シフト・クロック信号（ＧＳＣ）、ゲート出力イネーブ
ル信号（ＧＯＥ）などが含まれる。タイミング制御部
（４０）から発生されるデータ・タイミング制御信号な
どにはソース・スタートパルス（ＳＳＰ）、ソース・シ
フト・クロック信号（ＳＳＣ）、ソース出力イネーブル
信号（ＳＯＥ）、極性制御信号（ＰＯＬ）などが含まれ
る。
【００５９】特に、タイミング制御部（４０）は奇数
（または偶数）水平期間では１水平ライン分のｍ個の画
素データを一定単位ずつ順次的に供給すると共に第ｍ＋
１画素データにブランク・データを供給して、偶数（ま
たは奇数）水平期間ではｍ個の画素データを一チャンネ
ルずつ遅延させ供給すると共に第１画素データにブラン
ク・データを供給するようになる。
【００６０】このために、タイミング制御部（４０）は
制御信号などを発生する制御信号発生部（４２）と、入
力画素データを整列して出力する画素データ整列部（４
４）と、画素データ整列部（４４）から出力される画素
データなどの中の最後番目の画素データを遅延させるた
めのレジスター（４６）と、画素データ整列部（４４）
からの画素データとレジスター（４６）からの遅延され
た画素データを選択的に組み合わせるためのＭＵＸ（４
８）とを具備する。
【００６１】制御信号発生部（４２）は水平同期信号
（Ｈ）、垂直同期信号（９）、メイン・クロック信号
（ＭＣＬＫ）などを利用してゲート・ドライバ（１４）
を制御するためのゲート・タイミング制御信号などとデ
ータ・ドライバ（５０）を制御するためのデータ・タイ
ミング制御信号などを発生するようになる。また、制御
信号発生部（４２）はＭＵＸ（４８）を制御信号を発生
するようになる。この場合、制御信号発生部（４２）は
水平同期信号（Ｈ）を利用して奇数水平期間及び偶数水
平期間を支持する、即ち水平期間単位に極性が反転され
る制御信号を発生してＭＵＸ（４８）に供給するように
なる。画素データ整列部（４４）は入力画素データを整
列してデータ伝送バス構造につれて出力する。例えば、
画素データ整列部（４４）は３バスを通してＲ、Ｇ、Ｂ
画素データを同時に出力するか、６バスを通して奇数
Ｒ、Ｇ、Ｂ画素データと偶数Ｒ、Ｇ、Ｂ画素データを同
時に出力するようになる。このようなバスなどの中の最
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後のバスを除いた異なるバスなどを通して出力される画
素データなどはＭＵＸ（４８）に供給されて、最後のバ
スを通して出力される画素データはＭＵＸ（４８）とレ
ジスター（４６）に共通に供給される。また、画素デー
タ整列部（４４）はデータ・インエーブル区間などの間
に存在するブランク区間のブランク・データ（ＢＫ）を
サンプリングしてデータ・インエーブル区間に出力する
こともする。
【００６２】レジスター（４６）は画素データ整列部
（４４）から出力される画素データなどの中の最後のバ
スを通して伝送される画素データを一次貯蔵して一チャ
ンネルずつ遅延されるようにする。
【００６３】ＭＵＸ（４８）は制御信号に応答して奇数
（または偶数）水平期間では画素データ整列部（４４）
から３バスまたは６バスを通して直接入力されるｍ個の
画素データとｍ＋１番目のデータであるブランク・デー
タをそのまま出力する。また、ＭＵＸ（４８）は制御信
号の応答して偶数（または奇数）水平期間では画素デー
タ整列部（４４）から第１及び第２バスを通して入力さ
れた画素データを第２乃至第３バスにシフトさせ出力す
るか、第１乃至第５バスを通して入力された画素データ
を第２乃至第６バスへシフトさせ出力する。そして、レ
ジスター（４６）により一チャンネル遅延された最後の
バス、即ち第３または第６バスの画素データを第１バス
へ出力するようになる。この場合、偶数（または奇数）
水平期間で第１バスの１番目のデータへはブランク期間
の中のレジスター（４６）に貯蔵されたブランク・デー
タが供給される。
【００６４】図９ａ及び図９ｂは奇数（または偶数）水
平期間と偶数（または奇数）水平期間でタイミング制御
部（４０）から３バスを通してデータ・ドライバ（５
０）に供給される画素データとブランク・データを図示
したタイミング図である。
【００６５】図９ａを参照すると、奇数（または偶数）
水平期間でタイミング制御部（４０）は第１バス（ＤＢ
１）を通してｍ/３個の赤色の画素データ（Ｒ１、Ｒ
２、Ｒ３、・・・、Ｒｍ/３）と一つのブランク・デー
タ（ＢＫ）を、第２バス（ＤＢ２）を通してｍ/３個の
緑色の画素データ（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・、Ｂｍ/
３）をデータ・ドライバ（５０）へ供給するようにな
る。このようにタイミング制御部（４０）はデータ・イ
ネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル期間の間にｍ個の有
効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１乃至第３バス（ＤＢ
１乃至ＤＢ３）を通してデータ・ドライバ（５０）へ供
給する。そしてタイミング制御部（４０）はイネーブル
期間に続いてブランク・データ（ＢＫ）を供給する。こ
れにより、データ・ドライバ（５０）はタイミング制御
部（４０）からのｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
と一つのブランク・データ（ＢＫ）を入力するようにな
る。そして、データ・ドライバ（５０）は入力されたｍ
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個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ画素信号
に変換して第１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至
ＤＬｍ）に供給すると共に一つのブランク・データ（Ｂ
Ｋ）をアナログ・ブランク信号に変換して第ｍ＋１デー
タライン（ＤＬｍ＋１）に供給することができるように
なる。
【００６６】図９ｂを参照すると、偶数（または奇数）
水平期間でタイミング制御部（４０）はｍ/３個の赤色
の画素データ（Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、・・・、Ｒｍ/３）
を第２バス（ＤＢ２）へシフトさせデータ・ドライバ
（５０）に供給して、ｍ/３個の緑色の画素データ（Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、・・・、Ｂｍ/３）を第３バス（ＤＢ
３）へシフトさせ供給するようになる。そして、タイミ
ング制御部（４０）は一チャンネルずつ遅延された一つ
のブランク・データ（ＢＫ）とｍ/３個の青色の画素デ
ータ（Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、・・・、Ｂｍ/３）を第１バ
ス（ＤＢ１）を通してデータ・ドライバ（５０）へ供給
するようになる。このようにタイミング制御部（４０）
はデータ・イネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル区間の
間に一つのブランク・データ（ＢＫ）と一チャンネルず
つシフトされ阿ｍ－１個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、
Ｂ）を第１乃第３バス（ＤＢ１乃至ＤＢ３）を通してデ
ータ・ドライバ（５０）に供給する。そして、タイミン
グ制御部（４０）はイネーブル期間に続いて一チャンネ
ルがシフトされた最後の有効画素データ（Ｂｍ/３）を
更に供給する。これにより、データ・ドライバ（５０）
はタイミング制御部（４０）からの一つのブランク・デ
ータ（ＢＫ）とｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を
入力するようになる。そして、データ・ドライバ（５
０）は一チャンネルずつシフトされて入力されたｍ個の
有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ・ブランク信
号に変換して第２乃至第ｍ＋１データライン（ＤＬ２乃
至ＤＬｍ＋１）に供給すると共に一つのブランク・デー
タ（ＢＫ）をアナログ・ブランク信号に変換して第１デ
ータライン（ＤＬ１）に供給することができるようにな
る。
【００６７】図１０ａ及び図１０ｂは奇数（または偶
数）水平期間と偶数（または奇数）水平期間でタイミン
グ制御部（４０）から６バスを通してデータ・ドライバ
（５０）に供給される画素データとブランク・データを
図示したタイミング図である。
【００６８】図１０ａを参照すると、奇数（または偶
数）水平期間でタイミング制御部（４０）は第１バス
（ＤＢ１）を通してｍ/６個の奇数赤色の画素データ
（ＯＲ１、ＯＲ２、ＯＲ３、・・・、ＯＲｍ/６）と一
つのブランク・データ（ＢＫ）を、第２バス（ＤＢ２）
を通してｍ/６個の奇数緑色の画素データ（ＯＧ１、Ｏ
Ｇ２、ＯＧ３、・・・、ＯＧｍ/６）を、第３バス（Ｄ
Ｂ３）を通してｍ/６個の奇数青色の画素データ（ＯＢ
１、ＯＢ２、ＯＢ３、・・・、ＯＢｍ/６）を、第４バ
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ス（ＤＢ４）を通してｍ/６個の偶数赤色の画素データ
（ＥＲ１、ＥＲ２、ＥＲ３、・・・、ＥＲｍ/６）を、
第５バス（ＤＢ２）を通してｍ/６個の偶数緑色の画素
データ（ＥＧ１、ＥＧ２、ＥＧ３、・・・、ＥＧｍ/
６）を、第６バス（ＤＢ６）を通してｍ/６個の偶数青
色の画素データ（ＥＢ１、ＥＢ２、ＥＢ３、・・・、Ｅ
Ｂｍ/６）をデータ・ドライバ（５０）へ供給するよう
になる。このようにタイミング制御部（４０）はデータ
・イネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル区間の間にｍ個
の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１乃至第６バス
（ＤＢ１乃至ＤＢ６）を通してデータ・ドライバ（５
０）へ供給する。そしてタイミング制御部（４０）はイ
ネーブル期間に続いてブランク・データ（ＢＫ）を供給
する。これにより、データ・ドライバ（５０）はｍ個の
有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と一つのブランク・デー
タ（ＢＫ）を入力するようになる。そして、データ・ド
ライバ（５０）はｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
をアナログ画素信号に変換して第１乃至第ｍデータライ
ンなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）に供給すると共に一つのブ
ランク・データ（ＢＫ）をアナログ・ブランク信号に変
換して第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）に供給する
ことができるようになる。
【００６９】図１０ｂを参照すると、偶数（または奇
数）水平期間でタイミング制御部（４０）はｍ/６個の
奇数赤色の画素データ（ＯＲ１、ＯＲ２、ＯＲ３、・・
・、ＯＲｍ/６）を第２バス（ＤＢ２）へシフトさせデ
ータ・ドライバ（５０）に供給して、ｍ/６個の奇数緑
色の画素データ（ＯＧ１、ＯＧ２、ＯＧ３、・・・、Ｏ
Ｂｍ/３）を第４バス（ＤＢ４）へ、ｍ/６個の奇数青色
の画素データ（ＯＢ１、ＯＢ２、ＯＢ３、・・・、ＯＢ
ｍ/６）を第５バス（ＤＢ５）へ、ｍ/６個の偶数赤色の
画素データ（ＥＲ１、ＥＲ２、ＥＲ３、・・・、ＥＲｍ
/６）を、第５バス（ＤＢ５）を通してｍ/６個の偶数緑
色の画素データ（ＥＧ１、ＥＧ２、ＥＧ３、・・・、Ｅ
Ｇｍ/６）を第６バス（ＤＢ６）へシフトさせデータ・
ドライバ（５０）に供給するようになる。そして、タイ
ミング制御部（４０）は一チャンネルずつ遅延された一
つのブランク・データ（ＢＫ）とｍ/６個の偶数青色の
画素データ（ＥＢ１、ＥＢ２、ＥＢ３、・・・、ＥＢｍ
/６）を第１バス（ＤＢ１）を通してデータ・ドライバ
（５０）に供給するようになる。このようにタイミング
制御部（４０）はデータ・イネーブル区間の間に一チャ
ンネルずつシフトされた一つのブランク・データ（Ｂ
Ｋ）とｍ＋１個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１
乃至第６バス（ＤＢ１乃至ＤＢ６）を通してデータ・ド
ライバ（５０）へ供給する。そしてタイミング制御部
（４０）はイネーブル区間に続いて一チャンネルがシフ
トされた最後の有効画素データ（ＥＢｍ/６）を更に供
給する。これにより、データ・ドライバ（５０）は一つ
のブランク・データ（ＢＫ）とｍ個の有効画素データ
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（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を入力するようになる。そして、データ
・ドライバ（５０）は一チャンネルずつシフトされて入
力されたｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナロ
グ・ブランク信号に変換して第２乃至第ｍ＋１データラ
イン（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給すると共に一つの
ブランク・データ（ＢＫ）をアナログ・ブランク信号に
変換して第１データライン（ＤＬ１）に供給することが
できるようになる。
【００７０】このようにタイミング制御部（４０）で水
平期間毎にｍ個の有効画素データと共に１番目または最
後番目の画素データにブランク・データを供給するよう
になる。そして、データ・ドライバ（５０）はｍ個の有
効画素データと一つのブランク・データをコラム・イン
バージョン方式の画素信号及びブランク信号に変換して
液晶パネル（１２、１５）に供給する。この結果、液晶
パネル（１２、１５）はドット・インバージョン方式に
駆動される。
【００７１】一方、液晶パネル（１２、１５）がドット
・インバージョン方式に駆動される場合、ウィンドウ・
シャット・ダウン（Window  Shut、Down）の際に特定の
ドット・パターンを浮かべる場合、フリッカが発生する
ようになる。これは異なるパターンなどは３０Ｈｚ成分
になることでその３０Ｈ成分のフリッカが発生されるた
めである。このようなフリッカを防止するために垂直２
ドット・インバージョン方式を採択してフリッカ成分が
６０Ｈｚになるようにする。この場合、フリッカの周波
数が垂直駆動の周波数と同一になり人がそのフリッカを
認知できなくなる。
【００７２】図１１は垂直２ドット・インバージョン駆
動のための本発明の異なる実施例による液晶表示装置を
図示したことである。
【００７３】図１１に図示された液晶表示装置は液晶セ
ルのマトリックスを有する液晶パネル（５２）と、液晶
パネル（５２）のゲートラインなど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）
を駆動するためのゲート・ドライバ（５４）と、液晶パ
ネル（５２）のデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）
を駆動するためのデータ・ドライバ（５６）と、ゲート
・ドライバ（５４）及びデータ・ドライバ（５６）を制
御するためのタイミング制御部（５８）とを具備する。
【００７４】液晶パネル（５２）はｎ個のゲートライン
など（ＧＬ乃至ＧＬｎ）と、そのゲートラインなど（Ｇ
Ｌ乃至ＧＬｎ）と絶縁されながら交差するｍ＋１個のデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）とを具備する。そ
して、液晶パネル（５２）はゲートラインなど（ＧＬ乃
至ＧＬｎ）とデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）の
交差と定義される領域毎に形成された薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）と液晶セル（ＰＸＬ）とを具備する。薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）はゲートライン（ＧＬ）からのス
キャン信号に応答してデータラインなど（ＤＬ１乃至Ｄ
Ｌｍ）からの画素信号を液晶セル（ＰＸＬ）に供給す
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る。液晶セル（ＰＸＬ）は画素信号に応答して共通電極
（図示しない）との間に位置する液晶を駆動することで
光の透過率を調節するようになる。
【００７５】特に、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と液晶
セル（ＰＸＬ）はデータライン（ＤＬ）につれて２水平
単位にその位置が左側と右側を交替するジグザグ型に配
列される。もう一度言って、同一のコラム（Column）に
含まれる薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と液晶セルなど
（ＰＸＬ）は２個ずつ水平ライン毎に隣接した相互に異
なるデータライン（ＤＬ）と交替に接続される。
【００７６】例えば、図１１に図示された液晶パネル
（５２）の場合、４ｋ－３（ここで、ｋは陽の正数）及
び４ｋ－２番目のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ
５、ＧＬ６、・・・）に接続された４ｋ－３及び４ｋ－
２番目の水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）など
と液晶セルなど（ＰＸＬ）は左側に隣接する第１乃至第
ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそれぞれ接
続される。これにより、４ｋ－３及び４ｋ－２番目の水
平ラインの液晶セルなど（ＰＸＬ）は左側に隣接するデ
ータライン（ＤＬ）からの画素信号を薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）を通して充電するようになる。反面に、４ｋ
－１及び４ｋ番目のゲートライン（ＧＬ３、ＧＬ４、Ｇ
Ｌ７、ＧＬ８・・・）に接続された４ｋ－１及び４ｋ番
目の水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液
晶セルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋
１データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋２）にそれぞ
れ接続される。これにより、４ｋ－１及び４ｋ番目の水
平ラインの液晶セルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接するデ
ータラインからの画素信号を薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）を通して充電するようになる。
【００７７】これとは異なり、図１２に図示された液晶
パネル（６２）の場合、４ｋ－３及び４ｋ－２番目のゲ
ートライン（ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ５、ＧＬ６、・・
・）に接続された４ｋ－３及び４ｋ－２番目の水平ライ
ンの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セルなど
（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋１データラ
インなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）にそれぞれ接続され
る。これにより、４ｋ－３及び４ｋ－２番目の水平ライ
ンの液晶セルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接するデータラ
インからの画素信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通
して充電するようになる。反面に、４ｋ－１及び４ｋ番
目のゲートライン（ＧＬ３、ＧＬ４、ＧＬ７、ＧＬ８、
・・・）に接続された４ｋ－１及び４ｋ番目の水平ライ
ンの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セルなど
（ＰＸＬ）は左側に隣接する第１乃至第ｍデータライン
など（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそれぞれ接続される。これ
により、４ｋ－１及び４ｋ番目の水平ラインの液晶セル
など（ＰＸＬ）は左側に隣接するデータラインからの画
素信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電する
ようになる。
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【００７８】タイミング制御部（５８）はゲート・ドラ
イバ（５４）及びデータ・ドライバ（５６）を制御する
タイミング制御信号などを発生して、データ・ドライバ
（５６）に画素データ信号を供給する。タイミング制御
部（５８）から発生されるゲート・タイミング制御信号
などにはゲート・スタートパルス（ＧＳＰ）、ゲート・
シフト・クロック信号（ＧＳＣ）、ゲート出力イネーブ
ル信号（ＧＯＥ）などが含まれる。タイミング制御部
（５８）から発生されるデータ・タイミング制御信号な
どにはソース・スタートパルス（ＳＳＰ）、ソース・シ
フト・クロック信号（ＳＳＣ）、ソース出力イネーブル
信号（ＳＯＥ）、極性制御信号（ＰＯＬ）などが含まれ
る。
【００７９】ゲート・ドライバ（５４）は前記ゲート・
タイミング制御信号などを利用してゲートラインなど
（ＧＬ乃至ＧＬｎ）に順次的にスキャン信号を供給す
る。これにより、ゲート・ドライバ（５４）はそのスキ
ャン信号に応答して薄膜トランジスタなど（ＴＦＴ）が
水平ライン単位に駆動されるようにする。
【００８０】データ・ドライバ（５６）は入力された画
素データをアナログ画素信号に変換してゲートライン
（ＧＬ）にスキャン信号が供給される１水平期間毎に１
水平ライン分の画素信号をデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ）に供給する。この場合、データ・ドライバ
（５６）はガンマ電圧発生部（図示しない）から供給さ
れるガンマ電圧などを利用して画素データを画素信号に
変換するようになる。
【００８１】このようなデータ・ドライバ（５６）はデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）単位に画素信
号の極性が反転されるようにするコラム・インバージョ
ン方式に画素信号を供給する。もう一度言って、データ
・ドライバ（５６）は奇数データラインなど（ＤＬ１、
ＤＬ３、・・・）と偶数データラインなど（ＤＬ２、Ｄ
Ｌ４、・・・）に相互相反された極性の画素信号を供給
して、そのデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
に供給される画素信号の極性をフレーム単位に反転させ
るようになる。
【００８２】この場合、液晶セルなど（ＰＸＬ）がコラ
ム・インバージョン方式に画素信号が供給されるデータ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）を基準に２水平ラ
イン毎に交替しながら相互隣接したデータラインと接続
されるのでその液晶セルなど（ＰＸＬ）は垂直２ドット
・インバージョン方式に駆動される。
【００８３】特に、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ＋１）につれて２水平ライン毎に交替に位置が変わる
液晶セルなど（ＰＸＬ）に正確な画素信号を供給するた
め、データ・ドライバ（５６）は２水平期間毎に交替に
画素信号の出力チャンネルを変更するようになる。具体
的に、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の右
側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）に画素信号を供
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給する場合にデータ・ドライバ（５６）は第１乃至第ｍ
データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にｍ個の有効画
素信号を、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）にブラ
ンク信号を供給するようになる。これとは異なり、デー
タラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続さ
れた液晶セルなど（ＰＸＬ）に画素信号を供給する場合
にデータ・ドライバ（５６）はｍ個の有効画素信号を一
チャンネルずつ右側にシフトさせ第２乃至第ｍ＋１デー
タラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給して、第
１データライン（ＤＬ１）にはブランク信号を供給する
ようになる。
【００８４】例えば、図１１に図示されたことのように
液晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ＋１）の右側で接続された４ｋ－３及び４ｋ－
２番目水平ラインを駆動する場合、データ・ドライバ
（５６）は第１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至
ＤＬｍ）はｍ個の有効画素信号を供給して、第ｍ＋１デ
ータライン（ＤＬｍ＋１）にはブランク信号を更に供給
するようになる。そして、液晶セルなど（ＰＸＬ）がデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続
された４ｋ－１及び４ｋ番目水平ラインを駆動する場合
にデータ・ドライバ（５６）はｍ個の有効画素信号を一
チャンネルずつシフトさせ第２乃至第ｍ＋１データライ
ンなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給して、第１デー
タライン（ＤＬ１）にはブランク信号を供給するように
なる。
【００８５】これとは異なり、図１２に図示されたこと
のように液晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインなど
（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続された４ｋ－３
及び４ｋ－２番目水平ラインを駆動する場合、データ・
ドライバ（５６）はｍ個の有効画素信号を右側に一チャ
ンネルずつシフトさせ第２乃至第ｍ＋１データラインな
ど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）は供給して、第１データラ
イン（ＤＬ１）にはブランク信号を供給するようにな
る。そして、液晶セルなど（ＰＸＬ）がデータラインな
ど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）の左側で接続された４ｋ－
１及び４ｋ番目水平ラインを駆動する場合にデータ・ド
ライバ（５６）は第１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ
１乃至ＤＬｍ）はｍ個の有効画素信号を供給して、第ｍ
＋１データライン（ＤＬｍ＋１）にはブランク信号を更
に供給するようになる。
【００８６】このようなデータ・ドライバ（５６）の具
体的な構成は図７に図示したことと同一である。ただ、
ＭＵＸアレイ（２４）が２水平周期に画素データのチャ
ンネルを変更することに差を有する。これに同一の構成
及び作用に対する詳細な説明は省略する。
【００８７】図７を参照すると、ラッチ・アレイ（２
２）はシフト・レジスター・アレイ（２０）のサンプリ
ング信号に応答してタイミング制御部（５８）からの画
素データをラッチして出力する。
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【００８８】ＭＵＸアレイ（２４）はタイミング制御部
（５８）からの制御信号に応答して２水平期間毎にラッ
チ・アレイ（２２）から入力された画素データなどの進
行経路を選択するようになる。具体的に、ＭＵＸアレイ
（２４）はデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
の右側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）を駆動する
４ｋ－３及び４ｋ－２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目
水平期間には入力された画素データなどをチャンネルの
変更なく、出力して最後のチャンネルにはブランク・デ
ータが供給されるようにする。これとは異なり、ＭＵＸ
アレイ（２４）はデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ
＋１）の左側で接続された液晶セルなど（ＰＸＬ）を駆
動する４ｋ－１及び４ｋ（または４ｋ－３及び４ｋ－
２）番目水平期間には入力された画素データなどを一チ
ャンネルずつ右側にシフトさせ出力して１番目のチャン
ネルにはブランク・データが供給されるようにする。こ
のためにＭＵＸアレイ（２４）に入力される制御信号は
２水平期間単位に極性が反転される。
【００８９】ＤＡＣアレイ（２６）はＭＵＸアレイ（２
４）からの画素データなど及びブランク・データをコラ
ム・インバージョン駆動のための極性制御信号（ＰＯ
Ｌ）に応答して隣接した相互相反される極性を有する画
素信号及びブランク信号に変換して出力する。
【００９０】バッファ・アレイ（２８）はＤＡＣアレイ
（２６）から出力される画素信号及びブランク信号をデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）それぞれへ出
力する。
【００９１】これにより、データラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ＋１）には図１３ａ及び図１３ｂに図示された
ことのようにデータライン単位に極性が反転されてフレ
ーム単位に極性が反転される画素信号及びブランク信号
が供給される。
【００９２】図１３ａ及び図１３ｂは奇数フレームと偶
数フレームで図１１に図示された液晶パネル（５２）の
データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）に供給され
る画素信号とブランク信号を表したことである。
【００９３】図１３ａを参照すると、奇数フレームで４
ｋ－３及び４ｋ－２番目水平期間で（１Ｈ、２Ｈ、５
Ｈ、６Ｈ、・・・）にｍ/３個ずつの赤色、緑色及び青
色の画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は第１乃至第ｍデータラ
インなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）に供給されて、これと同
時にブランク・データ（ＢＫ）が第ｍ＋１データライン
（ＤＬｍ＋１）に供給される。そして、４ｋ－１及び４
ｋ番目水平期間で（２Ｈ、３Ｈ、・・・、ｎ－１Ｈ、ｎ
Ｈ）にｍ/３個ずつの赤色、緑色及び青色の画素データ
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は第２乃至第ｍ＋１データラインなど
（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給されて、これと同時に
ブランク・データ（ＢＫ）が第１データライン（ＤＬ
１）に供給される。このような奇数フレームの間に奇数
データラインなど（ＤＬ１、ＤＬ３、・・・、ＤＬｍ＋
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１）にはいつも負極性の画素信号が印加される。これに
より、データライン（ＤＬ）を基準に２水平ライン単位
に位置が交替される液晶セルなど（ＰＸＬ）は垂直２ド
ット・インバージョン方式に駆動される。
【００９４】図１３ｂを参照すると、偶数フレームで４
ｋ－３及び４ｋ－２番目水平期間で（１Ｈ、２Ｈ、５
Ｈ、６Ｈ、・・・）にｍ/３個ずつの赤色、緑色及び青
色の画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は第２乃至第ｍ＋１デー
タラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）に供給されて、
これと同時にブランク・データ（ＢＫ）が第１データラ
イン（ＤＬ１）に供給される。そして、４ｋ－１及び４
ｋ番目水平期間で（２Ｈ、３Ｈ、・・・、ｎ－１Ｈ、ｎ
Ｈ）にｍ/３個ずつの赤色、緑色及び青色の画素データ
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は第１乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ
１乃至ＤＬｍ）に供給されて、これと同時にブランク・
データ（ＢＫ）が第１＋１データライン（ＤＬｍ＋１）
に供給される。このような偶数フレームの間に奇数デー
タラインなど（ＤＬ１、ＤＬ３、・・・、ＤＬｍ＋１）
には前記奇数フレームとは反対にいつも負極性の画素信
号が印加されて、偶数データラインなど（ＤＬ２、ＤＬ
４、・・・、ＤＬｍ）にはいつも正極性の画素信号が印
加される。これにより、データライン（ＤＬ）を基準に
２水平ライン単位に位置が交替される液晶セルなど（Ｐ
ＸＬ）は垂直２ドット・インバージョン方式に駆動され
る。
【００９５】図１４は垂直２ドット・インバージョンの
ための本発明の異なる実施例による液晶表示装置を図示
したことである。
【００９６】図１４に図示された液晶表示装置は図１１
に図示された液晶表示装置と対比してタイミング制御部
（７０）とデータ・ドライバ（８０）の機能が異なった
ことを除いて同一の構成要素などとを具備する。
【００９７】液晶パネル（５２）はゲートラインなど
（ＧＬ乃至ＧＬｎ）とデータラインなど（ＤＬ１乃至Ｄ
Ｌｍ）の交差と定義される領域毎に形成された薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）と液晶セル（ＰＸＬ）とを具備す
る。薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と液晶セル（ＰＸＬ）
はデータライン（ＤＬ）につれて２水平単位にその位置
が左側と右側を交替するジグザグ型に配列される。もう
一度言って、同一のコラム（Column）に含まれる薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）と液晶セルなど（ＰＸＬ）は２個
ずつ水平ライン毎に隣接した相互に異なるデータライン
（ＤＬ）と交替に接続される。
【００９８】例えば、４ｋ－３及び４ｋ－２（または４
ｋ－１及び４ｋ）番目のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ
２、ＧＬ５、ＧＬ６、・・・）に接続された４ｋ－３及
び４ｋ－２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目の水平ライ
ンの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液晶セルなど
（ＰＸＬ）は左側に隣接する第１乃至第ｍデータライン
など（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）にそれぞれ接続される。これ
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により、４ｋ－３及び４ｋ－２番目の水平ラインの液晶
セルなど（ＰＸＬ）は左側に隣接するデータライン（Ｄ
Ｌ）からの画素信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通
して充電するようになる。反面に、４ｋ－１及び４ｋ
（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目のゲートライン
（ＧＬ３、ＧＬ４、ＧＬ７、ＧＬ８・・・）に接続され
た４ｋ－１及び４ｋ（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番
目の水平ラインの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などと液
晶セルなど（ＰＸＬ）は右側に隣接する第２乃至第ｍ＋
１データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋２）にそれぞ
れ接続される。これにより、４ｋ－１及び４ｋ（または
４ｋ－３及び４ｋ－２）番目の水平ラインの液晶セルな
ど（ＰＸＬ）は右側に隣接するデータラインからの画素
信号を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を通して充電するよ
うになる。
【００９９】ゲート・ドライバ（５４）はタイミング制
御部（７０）からのゲート・タイミング制御信号などを
利用してゲートラインなど（ＧＬ乃至ＧＬｎ）に順次的
にスキャン信号を供給する。
【０１００】データ・ドライバ（８０）は入力された画
素データをアナログ画素信号に変換してゲートライン
（ＧＬ）にスキャン信号が供給される１水平期間毎に１
水平ライン分の画素信号をデータラインなど（ＤＬ１乃
至ＤＬｍ）に供給する。この場合、データ・ドライバ
（８０）はガンマ電圧発生部（図示しない）から供給さ
れるガンマ電圧などを利用して画素データを画素信号に
変換するようになる。
【０１０１】このようなデータ・ドライバ（８０）はデ
ータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）単位に画素信
号の極性が反転されるようにするコラム・インバージョ
ン方式に画素信号を供給する。もう一度言って、データ
・ドライバ（８０）は奇数データラインなど（ＤＬ１、
ＤＬ３、・・・）と偶数データラインなど（ＤＬ２、Ｄ
Ｌ４、・・・）に相互相反された極性の画素信号を供給
して、そのデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）
に供給される画素信号の極性をフレーム単位に反転させ
るようになる。
【０１０２】この場合、液晶セルなど（ＰＸＬ）がコラ
ム・インバージョン方式に画素信号が供給されるデータ
ラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ＋１）を基準に２水平ラ
イン毎に交替しながら相互隣接したデータラインと接続
されるのでその液晶セルなど（ＰＸＬ）は垂直２ドット
・インバージョン方式に駆動される。
【０１０３】特に、データラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬ
ｍ＋１）につれて２水平ライン毎に交替に位置が変わる
液晶セルなど（ＰＸＬ）に正確な画素信号を供給するた
め、データ・ドライバ（５６）は４ｋ－３及び４ｋ－２
（または４ｋ－１及び４ｋ）番目の水平期間には第１デ
ータライン（ＤＬ１）にはブランク信号を、第２乃至第
ｍ＋１データラインなど（ＤＬ２乃至ＤＬｍ＋１）には
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有効画素信号を供給する。そして、４ｋ－１及び４ｋ
（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目水平期間には第１
乃至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）には有
効画素信号を、第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋１）に
はブランク信号を供給するようになる。
【０１０４】タイミング制御部（７０）はゲート・ドラ
イバ（５４）及びデータ・ドライバ（８０）を制御する
タイミング制御信号などを発生して、データ・ドライバ
（８０）に画素データ信号を供給する。タイミング制御
部（７０）から発生されるゲート・タイミング制御信号
などにはゲート・スタートパルス（ＧＳＰ）、ゲート・
シフト・クロック信号（ＧＳＣ）、ゲート出力イネーブ
ル信号（ＧＯＥ）などが含まれる。タイミング制御部
（７０）から発生されるデータ・タイミング制御信号な
どにはソース・スタートパルス（ＳＳＰ）、ソース・シ
フト・クロック信号（ＳＳＣ）、ソース出力イネーブル
信号（ＳＯＥ）、極性制御信号（ＰＯＬ）などが含まれ
る。
【０１０５】特にタイミング制御部（７０）は４ｋ－３
及び４ｋ－２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目の水平期
間には１水平ライン分であるｍ個の賀詞データを一定単
位ずつ順次的に供給すると共に第ｍ＋１画素データにブ
ランク・データを供給して、４ｋ－１及び４ｋ（または
４ｋ－３及び４ｋ－２）水平期間にはｍ個の画素データ
を一チャンネルずつ遅延させ供給すると共に第１画素デ
ータにブランク信号を供給するようになる。
【０１０６】このために、タイミング制御部（７０）は
制御信号などを発生する制御信号発生部（７２）と、入
力画素データを整列して出力する画素データ整列部（７
４）と、画素データ整列部（７４）から出力される画素
データなどの中の最後番目の画素データを遅延させるた
めのレジスター（７６）と、画素データ整列部（７４）
からの画素データとレジスター（７６）からの遅延され
た画素データを選択的に組み合わせるためのＭＵＸ（７
８）とを具備する。
【０１０７】制御信号発生部（７２）は水平同期信号
（Ｈ）、垂直同期信号（９）、メイン・クロック信号
（ＭＣＬＫ）などを利用してゲート・ドライバ（５４）
を制御するためのゲート・タイミング制御信号などとデ
ータ・ドライバ（８０）を制御するためのデータ・タイ
ミング制御信号などを発生するようになる。また、制御
信号発生部（７２）はＭＵＸ（７８）を制御信号を発生
するようになる。この場合、制御信号発生部（７２）は
水平同期信号（Ｈ）を利用して４ｋ－３及び４ｋ－２番
目の水平期間及び４ｋ－１及び４ｋ番目の水平期間を支
持する、即ち２水平期間単位に極性が反転される制御信
号を発生してＭＵＸ（７８）に供給する。
【０１０８】画素データ整列部（７４）は入力画素デー
タを整列してデータ伝送バス構造につれて出力する。例
えば、画素データ整列部（７４）は３バスを通してＲ、
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Ｇ、Ｂ画素データを同時に出力するか、６バスを通して
奇数Ｒ、Ｇ、Ｂ画素データと偶数Ｒ、Ｇ、Ｂ画素データ
を同時に出力するようになる。このようなバスなどの中
の最後のバスを除いた異なるバスなどを通して出力され
る画素データなどはＭＵＸ（７８）に供給されて、最後
のバスを通して出力される画素データはＭＵＸ（７８）
とレジスター（７６）に共通に供給される。また、画素
データ整列部（７４）はデータ・インエーブル区間など
の間に存在するブランク区間のブランク・データ（Ｂ
Ｋ）をサンプリングしてデータ・インエーブル区間に出
力することもする。
【０１０９】レジスター（７６）は画素データ整列部
（７４）から出力される画素データなどの中の最後のバ
スを通して伝送される画素データを一次貯蔵して一チャ
ンネルずつ遅延されるようにする。
【０１１０】ＭＵＸ（７８）は制御信号に応答して４ｋ
－３及び４ｋ－２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目水平
期間では画素データ整列部（７４）から３バスまたは６
バスを通して直接入力されるｍ個の画素データとｍ＋１
番目のデータであるブランク・データをそのまま出力す
る。また、ＭＵＸ（７８）は制御信号の応答して４ｋ－
１及び４ｋ（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目水平期
間では画素データ整列部（７４）から第１及び第２バス
を通して入力された画素データを第２乃至第３バスにシ
フトさせ出力するか、第１乃至第５バスを通して入力さ
れた画素データを第２乃至第６バスへシフトさせ出力す
る。そして、レジスター（７６）により一チャンネル遅
延された最後のバス、即ち第３または第６バスの画素デ
ータを第１バスへ出力するようになる。この場合、４ｋ
－１及び４ｋ（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目水平
期間で第１バスの１番目のデータへはブランク期間の中
のレジスター（７６）に貯蔵されたブランク・データが
供給される。
【０１１１】このような構成を有するタイミング制御部
（７０）で４ｋ－３及び４ｋ－２（または４ｋ－１及び
４ｋ）番目水平期間と４ｋ－１及び４ｋ（または４ｋ－
３及び４ｋ－２）番目水平期間で３バスまたは６バスを
通してデータ・ドライバ（８０）に供給される画素デー
タとブランク・データは前述した図９ａ乃至図１０ｂの
ようである。
【０１１２】図９ａを参照すると、４ｋ－３及び４ｋ－
２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目水平期間でタイミン
グ制御部（７０）は第１バス（ＤＢ１）を通してｍ/３
個の赤色の画素データ（Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、・・・、Ｒ
ｍ/３）と一つのブランク・データ（ＢＫ）を、第２バ
ス（ＤＢ２）を通してｍ/３個の緑色の画素データ（Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、・・・、Ｂｍ/３）を、第３バス（Ｄ
Ｂ３）を通してｍ/３個の青色の画素データ（Ｂ１、Ｂ
２、Ｂ３、・・・、Ｂｍ/３）をデータ・ドライバ（８
０）へ供給するようになる。このようにタイミング制御
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部（７０）はデータ・イネーブル信号（ＤＥ）のイネー
ブル期間の間にｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を
第１乃至第３バス（ＤＢ１乃至ＤＢ３）を通してデータ
・ドライバ（８０）へ供給する。そしてタイミング制御
部（７０）はイネーブル期間に続いてブランク・データ
（ＢＫ）を供給する。これにより、データ・ドライバ
（８０）はｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と一つ
のブランク・データ（ＢＫ）を入力するようになる。そ
して、データ・ドライバ（８０）はｍ個の有効画素デー
タ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ画素信号に変換して第１乃
至第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）に供給す
ると共に一つのブランク・データ（ＢＫ）をアナログ・
ブランク信号に変換して第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ
＋１）に供給することができるようになる。
【０１１３】図９ｂを参照すると、４ｋ－１及び４ｋ
（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目水平期間でタイミ
ング制御部（７０）はｍ/３個の赤色の画素データ（Ｒ
１、Ｒ２、Ｒ３、・・・、Ｒｍ/３）を第２バス（ＤＢ
２）へシフトさせデータ・ドライバ（８０）に供給し
て、ｍ/３個の緑色の画素データ（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、
・・・、Ｂｍ/３）を第３バス（ＤＢ３）へシフトさせ
供給するようになる。そして、タイミング制御部（７
０）は一チャンネルずつ遅延された一つのブランク・デ
ータ（ＢＫ）とｍ/３個の青色の画素データ（Ｂ１、Ｂ
２、Ｂ３、・・・、Ｂｍ/３）を第１バス（ＤＢ１）を
通してデータ・ドライバ（８０）へ供給するようにな
る。このようにタイミング制御部（７０）はデータ・イ
ネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル区間の間に一つのブ
ランク・データ（ＢＫ）と一チャンネルずつシフトされ
たｍ－１個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１乃第
３バス（ＤＢ１乃至ＤＢ３）を通してデータ・ドライバ
（８０）に供給する。そして、タイミング制御部（７
０）はイネーブル期間に続いて一チャンネルがシフトさ
れた最後の有効画素データ（Ｂｍ/３）を更に供給す
る。これにより、データ・ドライバ（７０）は一つのブ
ランク・データ（ＢＫ）とｍ個の有効画素データ（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）を入力するようになる。そして、データ・ドラ
イバ（７０）は一チャンネルずつシフトされたｍ個の有
効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ・ブランク信号
に変換して第２乃至第ｍ＋１データライン（ＤＬ２乃至
ＤＬｍ＋１）に供給すると共に一つのブランク・データ
（ＢＫ）をアナログ・ブランク信号に変換して第１デー
タライン（ＤＬ１）に供給することができるようにな
る。
【０１１４】図１０ａを参照すると、４ｋ－３及び４ｋ
－２（または４ｋ－１及び４ｋ）番目のタイミング制御
部（７０）は第１バス（ＤＢ１）をｍ/６個の奇数赤色
の画素データ（ＯＲ１、ＯＲ２、ＯＲ３、・・・、ＯＲ
ｍ/６）と一つのブランク・データ（ＢＫ）を、第２バ
ス（ＤＢ２）を通してｍ/６個の奇数緑色の画素データ
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（ＯＧ１、ＯＧ２、ＯＧ３、・・・、ＯＧｍ/６）を、
第３バス（ＤＢ３）を通してｍ/６個の奇数青色の画素
データ（ＯＢ１、ＯＢ２、ＯＢ３、・・・、ＯＢｍ/
６）を、第４バス（ＤＢ４）を通してｍ/６個の偶数赤
色の画素データ（ＥＲ１、ＥＲ２、ＥＲ３、・・・、Ｅ
Ｒｍ/６）を、第５バス（ＤＢ２）を通してｍ/６個の偶
数緑色の画素データ（ＥＧ１、ＥＧ２、ＥＧ３、・・
・、ＥＧｍ/６）を、第６バス（ＤＢ６）を通してｍ/６
個の偶数青色の画素データ（ＥＢ１、ＥＢ２、ＥＢ３、
・・・、ＥＢｍ/６）をデータ・ドライバ（８０）へ供
給するようになる。このようにタイミング制御部（７
０）はデータ・イネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル区
間の間にｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１乃
至第６バス（ＤＢ１乃至ＤＢ６）を通してデータ・ドラ
イバ（８０）へ供給する。そしてタイミング制御部（７
０）はイネーブル期間に続いてブランク・データ（Ｂ
Ｋ）を供給する。これにより、データ・ドライバ（８
０）はｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と一つのブ
ランク・データ（ＢＫ）を入力するようになる。そし
て、データ・ドライバ（８０）はｍ個の有効画素データ
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ画素信号に変換して第１乃至
第ｍデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｍ）に供給する
と共に一つのブランク・データ（ＢＫ）をアナログ・ブ
ランク信号に変換して第ｍ＋１データライン（ＤＬｍ＋
１）に供給することができるようになる。
【０１１５】図１０ｂを参照すると、４ｋ－１及び４ｋ
（または４ｋ－３及び４ｋ－２）番目水平期間でタイミ
ング制御部（７０）はｍ/６個の奇数赤色の画素データ
（ＯＲ１、ＯＲ２、ＯＲ３、・・・、ＯＲｍ/６）を第
２バス（ＤＢ２）へシフトさせデータ・ドライバ（８
０）に供給して、ｍ/６個の奇数緑色の画素データ（Ｏ
Ｇ１、ＯＧ２、ＯＧ３、・・・、ＯＢｍ/３）を第３バ
ス（ＤＢ３）へ、ｍ/６個の奇数青色の画素データ（Ｏ
Ｂ１、ＯＢ２、ＯＢ３、・・・、ＯＢｍ/６）を第４バ
ス（ＤＢ４）へ、ｍ/６個の偶数赤色の画素データ（Ｅ
Ｒ１、ＥＲ２、ＥＲ３、・・・、ＥＲｍ/６）を第５バ
ス（ＤＢ５）へ、ｍ/６個の偶数緑色の画素データ（Ｅ
Ｇ１、ＥＧ２、ＥＧ３、・・・、ＥＧｍ/６）を第６バ
ス（ＤＢ６）へシフトさせデータ・ドライバ（８０）に
供給するようになる。そして、タイミング制御部（７
０）は一チャンネルずつ遅延された一つのブランク・デ
ータ（ＢＫ）とｍ/６個の偶数青色の画素データ（ＥＢ
１、ＥＢ２、ＥＢ３、・・・、ＥＢｍ/６）を第１バス
（ＤＢ１）を通してデータ・ドライバ（８０）に供給す
るようになる。このようにタイミング制御部（７０）は
データ・イネーブル区間の間に一チャンネルずつシフト
された一つのブランク・データ（ＢＫ）とｍ－１個の有
効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を第１乃至第６バス（ＤＢ
１乃至ＤＢ６）を通してデータ・ドライバ（８０）へ供
給する。そしてタイミング制御部（７０）はイネーブル
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区間に続いて一チャンネルがシフトされた最後の有効画
素データ（ＥＢｍ/６）を更に供給する。これにより、
データ・ドライバ（８０）は一つのブランク・データ
（ＢＫ）とｍ個の有効画素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を入力
するようになる。そして、データ・ドライバ（８０）は
一チャンネルずつシフトされて入力されたｍ個の有効画
素データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をアナログ・ブランク信号に変
換して第２乃至第ｍ＋１データライン（ＤＬ２乃至ＤＬ
ｍ＋１）に供給すると共に一つのブランク・データ（Ｂ
Ｋ）をアナログ・ブランク信号に変換して第１データラ
イン（ＤＬ１）に供給することができるようになる。
【０１１６】このようにタイミング制御部（７０）で２
水平期間毎にｍ個の有効画素データと共に１番目または
最後番目の画素データにブランク・データを供給するよ
うになる。そして、データ・ドライバ（８０）はｍ個の
有効画素データと一つのブランク・データをコラム・イ
ンバージョン方式の画素信号及びブランク信号に変換し
て液晶パネル（５２）に供給する。この結果、液晶パネ
ル（５２）は垂直２ドット・インバージョン方式に駆動
される。
【０１１７】一方、本発明の実施例などでは液晶セルな
どが水平ライン又は２水平ライン単位に隣接した相互異
なるデータラインに交替に接続される場合だけを説明し
たが、３水平ライン以上の単位に交替して接続されるこ
とも可能である。
【０１１８】
【発明の効果】上述したところのように、本発明による
液晶表示装置では液晶セルなどがデータラインにつれて
ｉ（ｉは陽の正数）水平ライン単位に交替して隣接した
相互異なるデータラインに接続されてジグザグ型に配列
される。これにより、本発明による液晶表示装置はコラ
ム・インバージョン方式に極性が決定された画素信号を
供給して液晶セルなどをｉドット・インバージョン方式
に駆動することができるようになる。また、本発明によ
る液晶表示装置はｉ水平期間毎にｍ個の有効画素信号と
共に１番目または最後番目の画素データにブランク信号
を供給して前記データラインにつれてジグザグ型に配列
された液晶セルなどに正確な画素信号が供給されるよう
にする。
【０１１９】この結果、本発明による液晶表示装置はコ
ラム・インバージョン方式の消費電力にｉドット・イン
バージョン方式を駆動するようになるのでｉドット・イ
ンバージョン方式の消費電力より著しく節減することが
できると共に画質を向上させることができるようにな
る。
【０１２０】以上説明した内容を通して当業者であれば
本発明の技術思想を一脱しない範囲で多様な変更及び修
正の可能であることが分かる。従って、本発明の技術的
な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限らず
特許請求の範囲によって定めなければならない。
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【図面の簡単な説明】
【図１】従来の液晶表示装置を図示した図面である。
【図２ａ】液晶表示装置のライン・インバージョン方式
を説明するための図面である
【図２ｂ】液晶表示装置のライン・インバージョン方式
を説明するための図面である。
【図３ａ】液晶表示装置のコラム・インバージョン方式
を説明するための図面である。
【図３ｂ】液晶表示装置のコラム・インバージョン方式
を説明するための図面である。
【図４ａ】液晶表示装置のドット・インバージョン方式
を説明するための図面である。
【図４ｂ】液晶表示装置のドット・インバージョン方式
を説明するための図面である。
【図５】本発明の実施例による液晶表示装置を図示した
図面である。
【図６】本発明に適用される異なる構成を液晶パネルを
図示した図面である。
【図７】図５に図示されたデータ・ドライバの具体的な
構成を図示したブロック図である。
【図８】本発明の異なる実施例による液晶表示装置を図
示した図面である。
【図９ａ】図８に図示されたタイミング制御部の３バス
方式のデータ出力波形図である。
【図９ｂ】図８に図示されたタイミング制御部の３バス
方式のデータ出力波形図である。
【図１０ａ】図８に図示されたタイミング制御部の６バ
ス方式のデータ出力波形図である。
【図１０ｂ】図８に図示されたタイミング制御部の６バ
ス方式のデータ出力波形図である。
【図１１】垂直２ドット・インバージョン駆動のための
本発明のまた異なる実施例による液晶表示装置を図示し
た図面である。
【図１２】本発明に適用される液晶パネルの異なる構成
を図示した図面である。
【図１３ａ】図１１に図示された液晶パネルに供給され
る画素信号及びブランク信号を図示した図面である。
【図１３ｂ】図１１に図示された液晶パネルに供給され
る画素信号及びブランク信号を図示した図面である。
【図１４】垂直２ドット・インバージョン駆動のための
本発明のまた異なる実施例による液晶表示装置を図示し
た図面である。
【符号の説明】
２、１２、１５、５２、５５：液晶パネル
４、１４、５４：ゲート・ドライバ
６、１６、５０、５６、８０：データ・ドライバ
１８、４０、５８、７０：タイミング制御部
２０：シフト・レジスター・アレイ
２２：ラッチ・アレイ
２４：ＤＡＣアレイ
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２６：ＭＵＸアレイ
２８：バッファ・アレイ
４２、７２：制御信号発生部 *

32
*４４、７４：画素データ整列部
４６、７６：レジスター
４８、７８：マルチプレックサ

【図１】 【図２ａ】 【図２ｂ】

【図３ａ】 【図３ｂ】

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図６】
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